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手作り食品と市販品の併用状況

　一揚物についてー

○高橋洋子（新潟大）、勝田

目的：　現代の食生活を考察するにあたり、
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‘家庭での手作りから市販品購入へ'という
変化は、大きな要素と思われる。本発表では、揚物について、｢家で揚げている状況｣｢市販

品を食している状況｣｢食べたいと思う度合い｣等を調査し、居住地や主婦の世代による差異
などを検討することとした。

　方法:　1996年12月(一部は翌年1月)に、ｱﾝｹｰﾄ調査を郵送で行った。対象は、新潟県内

在住の大学生の母親(NU)、同幼稚園児の母親(Nk)、東京都およびその通勤通学圏在住の大
学生の母親(TU)、同幼稚園児の母親(Tk)の4群で、回答者は4群合計951名(Nu＝187、Nk＝172、
Tu＝191、Tk＝401)であった。

　結果:　5つの形態の揚物の摂食頻度を、[食べない->o点～殆ど毎日->8点]と比例配分で

点数化し、《｢揚げる｣という調理操作を家庭内で行うかどうか》に着目して、家で揚げる

(すべて手作り、半調理品利用2形態)頻度点数をA、揚げてある市販品(ｵｰﾌﾞﾝI-ｽﾀｰ･電子ﾚﾝ

ｼﾞ用の冷凍食品、完成品)を食する頻度点数をBとして、各群を比較したところ、①A〉O、B

〉Oの家庭が、4群とも有効回答数の約mを占めた。そのうち、A<Bの家庭は、4群とも約20

χであった。②A＝O、B〉Oの家庭は、Nu＝Oχ、Tu＝O!ii、Nk＝2.4%、Tk＝1.65iと、主婦世代間に差が

見られた。③A〉O、B＝0の家庭は、Nu＝4.9χ、Nk＝4.3%、Tu＝11.5χ、Tk＝9.3%で、地域間に差が

見られた。④A、Bとも、Nu〉TU、Nk〉Tkで、地域差が認められた。揚物を食べたいと思う度

合いについても、Nu〉TU、Nk〉Tkという傾向が見られ、実際に食している頻度にも、地域差

が表出していた。また、Aについては、Nu〉Nk、TU〉Tkで、主婦世代間にも差が認められた。
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家庭の調理簡便化とその周辺（アンケート調査）

○小住フミ子　　北崎康子

　（鹿児島県立短大）
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　〔目的〕前回，外食やデリカテッセン利用を地方都市の学生や働き盛りの人々が，日常生

活でどのように利用しているのか知るための調査を行った。今回は霧島山系の麓で水田地

帯といわれる伊佐地方を選び，比較的伝統食が残っているといわれる地方での外食やデリ
カテッセン（惣菜料理）利用の実態を知るため意識調査を行った。

　〔方法〕前回アンケート設問の一部を修正し，食生活改善推進員の人々を通し，大口市及

び菱刈町で行った。回収率100％，調査時期平成９年1 1月。自己記入の留置法。解答者

は農業に従事する専業・兼業農家16％,無職49％,公務員・会社員26％,その他9％で，

60歳以上45％. 40代28％を中心にした年齢構成である。

　〔結果〕惣菜料理利用者は殆ど購入しない人31.4％で，鹿児島市内との差は少なかった。

月に２～３回の雌入者は37％で，利用回数は少ない事が分かった。購入する理由の中で，

　「料理の献立を考えたり料理を作るのが面倒だから」という理由がこの大口・菱刈地方で

はあまり通用しなかった。またでき上がり惣菜の「味つけが濃い」と感じるのは，鹿児島
市では若い学生が多いのに比し，対象者が高年齢者の多かった故か順位は低かった。大口

・菱刈地方の全体的傾向として，外食は月に１回程度，半数の人が利用し，洋食専門店や
焼肉店での利用は少なかった。今後利用してみたい宅配サービスは農協（ふれあい等）や
生協などの宅配で，栄養のバランス，減塩の事を考えていた。また値段が高くても刺し身

購入希望が多く，豆腐や牛乳，納豆等の蛋白源やCa源摂取に気をつけ，健康を考えた日々
の食品摂取がなされていた。
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